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2025‒26年度国際ロータリーのテーマ
「よいことのために手を取りあおう」

UNITE FOR GOOD

Ⓡ第2530地区

第 3423 例会（31号）　2026 年６月４日（木）晴れ

　ロータリークラブには色々な委員会がござ
います。その中で親睦委員会は、ちょっと特
殊な委員会なのかもしれません。ただ、私と
してはロータリークラブになくてはならない
委員会だと考えております。

　どんな立派な奉仕活動をやるにしても、一人では何もできな
いわけです。そんな中で、仲間をどうやって作っていくのかと
いうことを考えた時、親睦委員会というのは非常に大切なのか
なと考えております。
　私が中学３年生くらいの時です。東京の高校に行きたいと親
に言ったことがございます。見事に断られたわけですが、その
時に父親に言われた言葉ですけれども、「高校はどこに行って
も構わないけれど、高校の時の友達が一生の大切な仲間として、
死ぬまで付き合っていくことになるんだ。それを例えば東京で
あるとか大阪であるとか、そういう高校に行ってしまうと、仲
間が分散してしまうから、なかなか一緒に集まれない。人生つ
まらなくなってしまうんじゃないの」と、見事にそういう風に
諭されまして、何も言うことはできませんでした。それで今に
至っているわけでありますが、そのおかげで色んな仲間ができ
て、今こうしているということは、本当にその通りだったのか
なという風に思っております。
　親睦委員会、私は２度目です。楽しいことを企画するには、
自分がまず「これをやって楽しいんだ」ということをまず考え
て、やってきた気がいたします。最初の委員長をやった時は、
メインは旅行で、東京ドームで野球を観て、泊まって、次の日
に東京タワーでちょっとした観光をして帰るというような内容
でした。バスで行くんですけれども、乗った瞬間からもう正体
なくなるくらいまで酔っ払う方もいますし、途中で昼食の時に
酔っ払って帰ってしまう方もいたりして色んなことがありまし
たが、非常に楽しい時間を過ごさせていただいた。ここで得ら
れたものは、楽しいことを通じて仲間を増やしていったという
ことではないでしょうか。ましてロータリークラブというのは、
私のように地元で生まれ育った者もいれば、転勤等で初めてい
わきを訪れる方もいるわけです。そういった方々は、やはり親
睦活動を通じてメンバーと関係を密にして、自分の仕事にも活
かしていくようなことができるのではないのかなという風に勝
手に思っております。
　私もご承知の通り、私の祖父がチャーターメンバーとして
ロータリーに入っておりまして、私が幼稚園くらいの頃でしょ

うか。駆り出されて親睦活動に行った経験がございます。覚え
ているのは、たぶん楢葉町か広野町あたりの鮭狩りに行って、
イクラだとか鮭だとかを食べた経験があります。それから今も
やっております年忘れ家族会。当時はクリスマス家族会と言っ
ていたと思います。ただ、今は、なかなかそのメンバーの方た
ちと家族、親睦活動を通じて昔のように行うことはできない状
況になっているんじゃないのかなと思います。
　ゴルフに関しては、コンペを組むには非常に寂しい人数のよ
うな感じになっております。ちょっと時間を割いていただいて、
ゴルフに参加していただくとか、あるいは夜間例会にお子さん、
お孫さんを連れて参加するとか、そういうことをしていただく
と、また見方が変わってくるのではないのかなという風に考え
ております。
　私も楽しいことを考えるのは非常に大好きなので、大学では
芸術祭という名前の実行委員会だとか、学年の学生連絡委員会
だとか、そういうところに入って。いわゆる奉仕活動ですよね。
どうしたら良くなるんだとか、楽しいことを考えて色々一緒に
やりましょうよということをやった。準備の段階も楽しいです
し、当然ながら学園祭の当日を迎えるのも楽しいんですが、一
番は打ち上げだったような気がします。終わった後に、共に汗
を流した人たちとお酒を汲み交わして。朝まで飲み明かした。
そんな経験も思い出されます。若い頃の経験というのは、今の
親睦活動に活きていると思います。仕事をしていても、ただ仕
事をしているだけではなかなか人はついてこないし、話も聞い
てもらえない。やはりその中で一番いいのは、今では死語になっ
てるかもしれませんけれども、「ノミュニケーション」なんて言
葉が流行りました。当時はやはり部下と飲みに行くのが最大の
コミュニケーションを築く場だったような気がします。
　ただ時代が変わりましてね。やはりそういうことをやると「パ
ワハラだ」なんだって言われるようになってから、上司も怖
がって部下を誘わなくなってきたのではないのかなと思うんで
すね。そういう風潮は、世の中ちょっとおかしくなってきたな
という気がします。何かみんなビクビクしてできなくなってい
る。何もできなくなっちゃうと世の中も麻痺してくる。ですか
ら、私はロータリークラブはロータリークラブとして、ちょっ
と言った風潮を止めて、もっとオープンに飲みに行ったりゴル
フしたり、楽しいこと、旅行もそうですけれども、誘い合って
行くべきなんじゃないのかなという風に思っております。
　来年は私は親睦委員会ではございませんけれども、贈る言葉
としましては、やはり楽しいことをしながら強固な人間関係を
築くようなことだと思って、やっていただければ本当に平ロー
タリークラブは安泰かなという気がしております。

親睦活動委員会委員長� 野　沢　達　也 さん
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」
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「出席はロータリアンの３大義務の１つです」

♥伊藤浩一さん（誕生祝ありがとうございます）♥松村耕平さ
ん（誕生祝ありがとうございます）♥渡邊有さん（いわき市に
もクマが確認されましたのでご注意お願いします）♥有賀行秀
さん（熊が身近にやってきました）♥鈴木弘康さん（野沢委員
長卓話宜しくお願いいたします）♥出島規弘さん（野沢さん卓
話よろしくお願いします）♥渡辺直之さん（本日もおろしくお
願いします）♥佐々木貢一さん（野沢委員長卓話よろしくお願
いいたします）♥黒須幸雄さん（いわき分区Rゴルフコンペ平
クラブで準優勝になりました。久し振りですので嬉しいです。
野沢さん卓話よろしくお願いします）� 以上９名

★本日の例会案内　６月11日（木）12：30 ～
　鈴木年度・第５回クラブ協議会
　　お食事メニュー＝ミラノ風カツレツ　ゴルゴンゾーラソース
★次回の例会案内　６月18日（木）12：30 ～
　渡邉年度・第１回クラブ協議会
　　お食事メニュー＝フグ唐揚げ

◆S.A.A（三瓶和秀会場監督）

例会日 基本会員数 出席者 メーキャップ数

６月４日 46 名 27 名 ―

◆ロータリー財団委員会（関口武司委員長）
　森雄治さん、有賀行秀さん、渡邊有さん、黒須幸雄さん、伊
藤浩一さん、鈴木弘康さん、松村耕平さん、関口武司さん。�
� 以上８件

◆米山記念奨学会委員会（松村耕三委員長）
　森雄治さん、有賀行秀さん、松村耕平さん、伊藤浩一さん、
黒須幸雄さん、関口武司さん、渡邊有さん、鈴木弘康さん。�
� 以上８件

・�ロータリーレートは１ドル 159 円です。
・�財団室NEWSが届きました。

　あらためまして、こんにちは。本日も第 31
回例会にご参加いただきありがとうございま
す。
　６月に入りまして、早いもので会長に就任し
て 11 ヶ月が経過し、今月が最後の月となりま
した。周年例会も含め例会も残り４回、会長あ

いさつもあと４回となります。やっとここまできたかと安堵し
ておりますが、反面あと４回で終わりかと思うと少し寂しい気
もしております。
　昨日は６月としては 14 年ぶりの台風ということで、皆様に
も被害はなかったでしょうか。昨日、私は仕事の関係で、ここ
ワシントンホテルで会議がありましたが、駐車場からホテル内
に入るまでも横殴りの雨でしたので、傘をさしていても、ズボ
ンはだいぶ濡れてしまったので、少し憂鬱な気分で参加をして
おりました。ただ、台風となると、皆さん早めに事務所を出る
のか、いつもだと数名遅れて参加となるのですが、定時までに
全員が揃っての会議でした。
　台風も被害だけではなく、いい効果ももたらす面もあるのだ
と感じましたが、この世の中は、陰と陽という考え方がありま
すけど、表があれば裏があるという、うまくバランスが保たれ
ているのかなぁと感じた次第です。
　ちなみに、この陰と陽という考え方は古代中国の思想です。
韓国の国旗がこの陰と陽の柄で「太陰太極図」と言いますが、
陽が赤、陰が青で表示されているので、私自身も韓国の思想だ
と思っておりましたが、もともとは中国の思想のようです。
　さらに、日本でも、広島県、岡山県、島根県、鳥取県、山口
県を中国地方と言いますが、日本海側を山の陰（かげ）という
意味で、山陰地方、瀬戸内海側を山陽と言っています。陰と陽

ハッピーバースデーソング斉唱

坂本 佳友さん
（６月８日）

村上 　淳さん
（６月２日）

松村 耕平さん
（６月８日）

伊藤 浩一さん
（６月10日）

岩岡 由夏さん
（６月２日）

★ 誕生祝

に分かれていまして、これは陰陽思想に由来しているそうです。
　以前からなぜ中国地方と言われているのか疑問に思っており
ますが、その理由ははっきりしていないようです。飛鳥時代の
地方行政区分で、「近国」、「中国」、「遠国」に区別したときに、
この地方のほとんどが「中国」にあったからとも言われている
ようです。
　ただ、現在の中国は、当時は「隋」「唐」と言っていましたので、
「中国地方」という言い方とは関係がないようですが、偶然に
も「中国」と「山陽・山陰」という表現が重なったのは偶然の
一致なのか不思議に思うところです。
　明治時代の文学者の内村鑑三は、広島人、山口人を「中国人」
と言っていたようです。
　現在中国とは一層関係が悪化しておりますが、いま中国地方
に住んでいる方は、中国地方という名称を変えてほしいなどの
気持ちってあるのかなぁと前々から思っていましたが、顧問先
に岡山県出身の方がいたのを思い出したので、今後聞いてみよ
うと思います。亡くなった安倍晋三元首相は山口県出身でした
が、どう思っていたのでしょうか。

〔点鐘・国歌斉唱・ロータリーソング（奉仕の理想）・ロータリー
の目的（三瓶和秀会員）・四つのテスト（渡辺直之会員）〕

三瓶 和秀会員 渡辺 直之会員

稲葉 廣直さん
（５月17日）

★ 結婚祝


